
 

 

 

 

 

 

   結晶系によって表示方法が異なる 

   逆極点図の表示方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１６年１０月１６日 

     HelperTex Office 

     

    http://www.geocities.jp/helpertex2 

 

 

 

       Measure-data¥逆極点図の表示方法 
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１．概要 

 結晶方位に関して、極点図、逆極点図、ＯＤＦ図などがあり、逆極点図表示では方位(Direction) 

と回折面(Plane)の２種類あります。 

Direction 表示は、ODF 解析後の逆極点図であるが、ODF 解析後でも Plane 表示するケースもあります。 

   Plane 表示はプロファイル(θ/θ-scan)測定による random 試料との比で表示しているソフトウエアもあ

ります。この場合、Cubic、Hexagonal に対応 

        

   Direction は、ND 方向,Plane は{hkl}面である。 

 この Direction と Plane は Cubic では一致するが、Cubic 以外は一致しないケースもあります。 

 

 

逆極点図の Direction<->Plane 変換計算ソフトウエアとして,InverseDirection ソフトウエアがあります。 

 Cubic,Hexagonal,Orthorombic,Tetragonal に対応しています。 

  

 

 ODF 解析は TexTools で逆極点図を作成、ND,TD,RD の計算が行えるが、主に ND 方向を記載 

 

 

 



１．１ 使用しているソフトウエア 

  極点図作成 

   ＬａｂｏＴｅｘ 

 

ＯＤＦ解析し逆極点図作成 

   ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

 

  ＴｅｘＴｏｏｌｓ逆極点データをＴＸＴ２変換 

   ＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅ 

 

  Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ＜－＞Ｐｌａｎｅ変換確認 

   ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｒｅｃｔｉｏｎ 

 

  θ/θ測定データから逆極点図表示 

   ＰｒｏｆｉｌｅｔｏＤｉｖｉｓｉｏｎＰｒｏｆｉｌｅ 

   ＩｎｖｅｒｓｅＡｌｌ 

 

  逆極点図表示 

   ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙ 

   （ＩｎｖｅｒｓｅＣｏｕｎｔｅｒＤｉｓｐｌａｙ） 

   （ＩｎｖｅｒｓｅＣｕｂｉｃＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙ） 

 

 ＯＤＦソフトウエア（ＬａｂｏＴｅｘ，ＴｅｘＴｏｏｌｓ）以外、ＣＴＲソフトウエアに含まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．θ/θ-scan の例 

 アルミニウムの粉末（赤）と H 材（青）の回折プロファイル 

  

   連続回折プロファイルから反射毎の分割プロファイルに変換し、強度比を計算し 

   逆極点図に表示する。 

 連続プロファイルから分割プロファイルに変換 

  

同一ホルダにある複数の連続プロファイルを一括変換します。（１１プロファイルを選択しています）

 

 変換が終了したら、InverseAll に移ります。 

 



  

 Random ファイルと被検ファイルを指定し、分割ファイルの面積を計算し、random との比率を計算 

  

 

この計算結果から逆極点図を InverseDisp で表示します。 

 

 

 計算結果ファイル  逆極点表示を選択  逆極点図の表示 

 

 

 

 

 



  

 表示は、Direction で行われているが、Cubic では Plane と同一である。 

 InverseDisplay は Cubic に限ります。Cubic 以外は GPInverseDisplay で行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．ODF 解析後の逆極点図 

 Cubic,Hexagonal,Orthorombic,Tetragonal に関しては、GPInverseDisplay で対応 

  

  各種 ODF 解析データの表示を同一表示で比較できます。 

  Cubic,Hexagonal,tetragona,Orthrombic に対応 

  逆極点表示を Direction<->Plane 変換 

  逆極点図の 2D,3D,等高線表示 

  ２Ｄ，３Ｄ表示では極位置のピークサーチと指数付け 

  等高線表示ではマウス位置のリアルタイム方位計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．１ Ｃｕｂｉｃ 

 

 

VolumeFraction 

  

逆極点図 

ＮＤ      ＲＤ 

 

[001],[101],[111]以外に[112]が検出されています。 

 

 



３．３ Ｈｅｘａｇｏｎａｌ（チタンの場合） 

 

逆極点図（ND を表示） 

六方晶の逆極点表示では、３指数＜－＞４指数表示,Direction<->Plane 表示があります。 

計算最大ミラー指数を７とした場合 

 

 

 

 

 

  

 



３．４ Hexagonal を等高線描画(InverseDisplay ｿﾌﾄｳｴｱ) 

  

 InverseDisplay ｿﾌﾄｳｴｱは、TXT データを読み込み、指定された格子定数から指数変換します。 

 Hexagonal では、４指数で表示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．５ Ｔｅｔｒａｇｏｎａｌ（Ｎｄ２Ｆｅ１４Ｂ） 

 

逆極点図（ND を最大指数７で計算）       

 

 

 

 

等高線表示は Direction 表示 

 

 

 

 

 

 



３．６ Ｏｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃ（ＰＥ） 

 

逆極点図(ＮＤを最大指数５で表示) 

      

 

 

 

 



３．７ Ｍｏｎｏｃｌｉｎｉｃ（Ｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ） 

 

逆極点図 

ＮＤ      ＲＤ 

 

 ＴＤ 

 

 

 

 

 

 


